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( 2)

　

児
童
館
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

　

こ
の
４
月
に
待
望
の
児
童
館
が
開
館
し

ま
し
た
。
児
童
館
と
は
、
児
童
福
祉
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
児
童
厚
生
施
設
の
一
つ
で

す
。
地
域
の
子
ど
も
（
０
歳
〜　

歳
の
子
ど

18

も
）
に
健
全
な
遊
び
を
提
供
し
て
、
子
ど
も

の
心
身
の
健
康
を
増
進
し
、
情
操
を
豊
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
児
童
館
は
、
小
型
児
童
館
に
分
類
さ

れ
、
施
設
内
に
は
集
会
室
、
遊
戯
室
、
図
書

室
、
静
養
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
広

い
庭
に
は
た
く
さ
ん
の
遊
具
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
専
門
の
指
導
員
（
児
童
の
遊
び

を
指
導
す
る
も
の
、
児
童
厚
生
員
）
に
よ
っ

て
季
節
や
地
域
の
実
情
な
ど
に
合
わ
せ
て

健
全
な
遊
び
の
指
導
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

毎
月
、
乳
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
「
お
は
な
し
会
」
や
「
お
た
の
し
み
広
場
」、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
広

場
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

板
倉
町
児
童
館

�
　

－

２
２
７
０

82

　

そ
ら
い
ろ
チ
ャ
ッ
ト
で
情
報
交
換

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
一
環
と

し
て
、
町
内
に
あ
る
そ
ら
い
ろ
保
育
園
内
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
そ
ら
い
ろ
チ
ャ
ッ

ト
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。　

　

社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
、
子
育
て
を
す
る

こ
と
が
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
世
の
中
に

「
自
分
の
子
育
て
は
？
」「
ほ
か
の
家
族
の
子
育
て
は
？
」

「
安
全
に
子
ど
も
を
遊
ば
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
？
」

子
育
て
中
、
こ
う
し
た
不
安
や
心
配
は
だ
れ
に
で
も

あ
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
４
月
に
は
、
待
望
の
児
童
館
も
開
館
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ああああああああああ
なななななななななな
たたたたたたたたたた
のののののののののの
子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育

あ
な
た
の
子
育
ててててててててててて

応応応応応応応応応応
援援援援援援援援援援
しししししししししし
まままままままままま

　
　
　
　

応
援
し
ま
すすすすすすすすすすす

広報いたくら　Ｈ23．６．１(3)

な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
や
地
域
の

中
で
親
子
を
見
守
る
子
育
て
支
援
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
ら
い
ろ
チ
ャ
ッ
ト

は
、
子
ど
も
を
交
え
た
地
域
の
保
護
者
同
士

や
保
育
士
と
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
、

大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
園
す
る
前

の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
。

実
施
事
業
と
日
程

○
そ
ら
い
ろ
チ
ャ
ッ
ト
（
製
作
や
身
体
測
定

な
ど
）
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

（
午
前
の
部
）
午
前
９
時
〜
正
午

（
午
後
の
部
）
午
後
０
時　

分
〜
２
時　

分

30

30

○
電
話
相
談　

毎
週
水
曜
日

○
園
庭
解
放　

毎
週
土
曜
日

利
用
方
法　

利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

そ
ら
い
ろ
保
育
園

�
　

－

８
８
１
１　

82

　

子
育
て
支
援
は
未
来
づ
く
り

　

次
代
を
担
う
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た

子
ど
も
た
ち
が
、
い
き
い
き
と
過
ご
し
、
健

や
か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る
社
会
は
、
だ
れ

に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
で
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
社
会
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
夢
を

自
由
に
描
き
、
希
望
を
抱
い
て
そ
の
実
現
に

向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
と

支
え
合
い
の
中
で
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
生

ま
れ
育
ち
、
親
が
「
子
育
て
が
楽
し
い
」
と

心
か
ら
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く

る
こ
と
、
ま
た
、
板
倉
町
の
豊
か
な
自
然
の

中
で
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
た
く
ま

し
く
育
つ
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　児童館がオープンして早２か月。４
月は延べ９４９名ものかたがたが訪れ
ました。乳児～小中学生まで幅広い年
齢のかたが利用しています。児童館の
運営は私にとっても、板倉町にとって
も初めてなので試行錯誤の毎日です。
　４月のオープン時は、十分な準備が
できていなかったので不安でしたが、
わずか２名の職員で毎日少しずつ環境
を整え、ようやくスタート地点に立て
た気がします。これから利用者を増や
し、施設をより充実させ、もっとたく
さんのイベントができるようにがん
ばっていこうと思います。皆さん、ぜ
ひ児童館へ遊びにきてください。

 川  島  
かわ しま

 淳  子  館長   
あつ こ

①児童館外観。

②１, ０００冊以上の本が

蔵書されている図書室。

③遊具が充実し、さまざ

まな遊びができる広い庭。

ドッジボールもできます。

④イベント風景。

所在地　板倉町大字板倉４２０８－２

　　　　（旧西保育園）

主な施設　遊戯室、集会室、図書室、　　

　　　　　遊園広場（屋外施設）

職員状況　児童厚生員　２名

開館時間   午前９時～午後５時15分

利用方法　団体利用は事前に申請

　　　　　※未就学児童は保護者同伴

問合せ　板倉町児童館

�８２－２２７０

板倉町児童館の概要

板
倉
町
児
童
館

子
育
て
サ
ー
ク
ル

　幼稚園や保育園入園前のお子さんを育児

している親子が集まり、情報交換をしたり、

楽しく遊んだりしています。お気軽に参加

してください。

開催日時　毎週水曜日　

　　　　　午前10時30分～11時50分

開催場所　東部公民館

※イベント内容によっては児童館

申込み　開催日に随時受付

問合せ　福祉係　

�内線３１２

ひまわりキッズ会員募集

４
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

つ
く
ろ
う
！　

マ
マ
友
♪

　親子で参加するひまわりキッズのイベント「児童

館で遊ぼう」の様子。会員の 佐  藤 さんは児童館につ
さ とう

いて、「板倉町に児童館ができてよかった。この施設

がこんなにきれいになって驚いています」、また、初

めてひまわりキッズに参加したかたは、「近所以外の

交友が広がるので、今後もぜひ参加したい」とそれぞ

れ話していました。

①

②

③

④
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群
馬
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
県
政
を
決
め
る
大
事
な
選
挙

で
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん
、
忘
れ

ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
群
馬
県
知
事
選
挙

投
票
日　

７
月
３
日　
(日)

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

投
票
場
所　

入
場
券
で
投
票
所
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

投
票
期
間　

６
月　

日　

〜
７
月

17

(金)

２
日　
(土)

投
票
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

30

後
８
時

投
票
場
所　

役
場
第
２
庁
舎
会
議
室

▼
投
票
時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す

　

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間
を
１

時
間
繰
り
上
げ
て
（
午
後
７
時
ま

で
）
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
指
定
病
院
等
で
も
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
不
在
者
投
票
の
た
め
に
指
定
し

た
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
も

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
な

ど
は
、
病
院
長
等
を
通
じ
て
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
、
投
票
は
病
院

長
等
の
管
理
す
る
場
所
で
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選
挙
期

間
中
、
入
院
を
さ
れ
て
い
る
病

院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
て
、

一
定
の
基
準
以
上
の
障
害
が
あ
る

か
た
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
（
在
宅
投
票
）
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
投
票
を
す
る
た
め

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
同
制
度
を
利
用

す
る
場
合
は
、
早
め
に
選
挙
管
理

委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

�
内
線
１
２
１

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
明
日
へ
つ
な
が
る
正
し
い
一
票

町の話題・情報をお届けします　�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

り
、
短
期
有
効
期
限
の
国
民
健
康

保
険
証
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
か

た
は
、
６
月　

日　

に
保
険
証
の

30

(木)

有
効
期
限
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
更
新
手
続
に
ご
来
庁
く
だ

さ
い
。
納
税
が
困
難
な
場
合
は
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　

戸
籍
税
務
課
収
税
係

　
　
　

健
康
介
護
課
保
険
医
療
係

　
　
　
（
役
場
第
２
庁
舎
）

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

30

時　

分
（
水
曜
日
の
み
午
後
７
時

15

　

分
ま
で
）

15※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く  

持
参
す
る
も
の　

現
在
お
持
ち
の

国
民
健
康
保
険
証

問
合
せ

○
収
税
係

�
内
線
２
２
１

○
保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

納
税
と
保
険
証
の
更
新
を

　

農
業
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選

挙
権
が
あ
る
か
た
（
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
か
た
）
が
投
票
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
す
る
際
は
、
入
場

券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

告
示
日　

７
月　

日　
12

(火)

投
票
日　

７
月　

日　
 

17

(日)

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　

６
月　

日　
　

午
後
３
時

16

(木)

場
所　

役
場
本
庁
舎
２
階
議
場

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

�
内
線
１
２
１

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
る

県
知
事
選
挙

農
業
委
員
選
挙

国
民
健
康
保
険
税

広報いたくら　Ｈ23．６．１(5)

　

４
月
１
日
、 
小  
林  
一  
郎 
さ
ん

こ 

ば
や
し 
い
ち 
ろ
う

（
籾
谷
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は
、
昭
和

　

年
５
月

50に
初
当
選

さ
れ
、
以

来
、
通
算

３
期　

年
12

に
わ
た
り

板
倉
町
議

会
議
員
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

　

年
５
月
か
ら
昭
和　

年
４
月
ま

60

62

で
は
、
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
、

平
成
元
年
５
月
か
ら
平
成
３
年
４

月
ま
で
は
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
を
努
め
、
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

�
内
線
１
１
１

　

板
倉
町
農
業
委
員
会
が
、
平
成

　

年
度
農
用
地
等
集
団
化
優
良
地

22区
と
し
て
関
東
農
政
局
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
業
委
員
会
が

主
体
で
す
が
、
事
業
推
進
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
に
関
係
地
権

17

者
に
よ
る
離
地
区
交
換
分
合
推
進

委
員
会
を
発
足
し
、
意
向
調
査
や

聴
き
取
り
を
行
う
と
と
も
に
委
員

会
規
定
や
土
地
評
価
基
準
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
計
画
に
よ
り　

ａ
当
た

10

り
７
千
円
と
い
う
低
負
担
の
事
業

を
完
成
し
ま
し
た
。
結
果
、
地
区

の
面
積　

・
２　

に
対
し
て
移
動

51

ha

農
地　

・
３　

と
な
り
、
移
動
率

19

ha

　

・
７
％
、
全
体
の
集
団
化
率
も

37
　

・
４
％
と
高
い
成
果
が
認
め
ら

70れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

農
政
係

�
内
線
４
１
１

農
用
地
等
集
団
化
が
評
価

町
の
発
展
に
ご
尽
力

　いのちを救う愛の献血にご協力をお願い

します。

日時　７月１日(金)

○午前の部　午前10時～正午

○午後の部　午後１時～３時

場所　総合老人福祉センター

問合せ　福祉係　�内線３１２

献血にご協力ください

　

５
月
よ
り
吉
永
惟
男
さ
ん
（
朝

日
野
）
が
交
通
指
導
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

吉
永
さ
ん
に
は
、
今
後
、
交
通

安
全
の
啓
発
や
児
童
生
徒
た
ち
の

交
通
誘
導
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
と
お
し
て
、
町
の
交
通
安
全

の
た
め
に
ご
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
２

町
の
交
通
安
全
の
た
め
に

 吉  永  惟  男 さん
よし なが のぶ お

朝日野・31区

　

子
ど
も
手
当
は
、「
つ
な
ぎ
法
」

の
施
行
に
よ
り
４
月
〜
９
月
ま
で

の
６
か
月
間
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

月
額
１
万
３
千
円
が
引
き
続
き
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
６
月
の
現
況
届

の
提
出
に
つ
い
て
も
、
今
回
は
不

要
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、　

月
以
降
に
届
出
・

10

申
請
な
ど
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
決
ま
り
次
第
、
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す

板倉まつりを秋に延期
　例年７月の最終土曜日に開催している板倉ま
つりは、今夏の節電対策などを考慮して、秋に
開催を延期することに決定しました。
　秋の開催日程や開催場所については、決定次
第お知らせします。
問合せ　産業政策係　
�７０－４０４０

旭
日
単
光
章
受
章

関
東
農
政
局
長
賞

子
ど
も
手
当

交
通
指
導
員
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今月も町の話題が盛りだくさん！

  限界に挑む　　
　５月15日(日)、渡良瀬遊水地で、第20回遊

水地ふれあいトライアスロン大会が、第21回

群馬県選手権トライアスロン大会、第４回日

本学生スプリングトライアスロン選手権渡

良瀬大会、日本学生トライアスロン選抜大会

を兼ねて実施されました。

　 山  口 
やま ぐち

 裕  行 大会会長は、あいさつの中で東日
ひろ ゆき

本大震災の話にふれ、「トライアスロンがで

きる喜びをかみしめてがんばってほしい。

そして、競技者、応援する人、スタッフが一

つになって、全国に元気を発信したい」と話

しました。

　競技は、五輪と同じ方式のスイム１．５km、

バイク40km、ラン10kmの「スタンダード」「リ

レー」と距離を半分にした「スプリント」「ビ

ギナー」の４方式で行われました。

　全国各地から集まった一般のかたや大学

の選手など、約４５０名の参加者によって熱

いレースが繰り広げられた今大会、スタン

ダード優勝者のタイムは、２時間00分57秒で

した。　

　　遊水地をきれいに
　５月22日(日)、渡良瀬遊水地で23団体２１５

名が参加し、クリーン作戦が行われました。

　利根川上流河川事務所施設管理課の 羽  田 
は た

 野  正  文 課長は、「遊水地の豊かな自然は、未
の まさ ふみ

来に引き継いでいくもの」と参加者に呼びか

け、スポーツ少年団など各団体の参加者は、

熱心にごみ拾いを行いました。今回のク

リーン作戦では、一般ごみ２００kgが収集さ

れました。

広報いたくら　Ｈ23．６．１(7)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　元気に１００歳到達

　　被災地を横断幕で応援

　５月20日(金)、１００歳到達者慶祝訪問事

業が行われました。 増  田  未  吉 さん(岩田)は、
ます だ すえ きち

５月で満１００歳を迎えられ、慶祝状と記念

品が贈呈されました。

　増田さんに長寿の秘けつを伺うと、「昔か

ら好き嫌いせず何でも食べること、そして、

何でもすること」と話しました。

　　シートベルトで安全運転
　５月16日(月)、西小学校６年生７名が参加

して、シートベルト着用キャンペーンが行わ

れました。参加した児童たちは、沿道に立

ち、行き交う車の運転者に交通安全グッズを

配り、安全運転を呼びかけました。家に帰っ

たら、家族にもシートベルトの着用など交通

安全の大切さを伝えたいと話していました。

　　史跡をめぐり郷土を知る

　４月29日(祝)、第30回板倉高校史跡めぐり

が行われました。過去に一度も中止になっ

た年はないというこの行事、この日も晴天に

恵まれ、参加した１年生から３年生までの約

２００名の生徒たちは、郷土に対する理解と

愛情を深めるため、町内の文化遺産など約18

㎞のコースを１日かけて歩きました。

　東日本大震災の被災地である宮城県仙台

市若林区に西小学校の児童たちが、横断幕を

送りました。これは、ＮＰＯ団体仙台災害復

興ボランティアヒューマン・タイズにより

企画されたもので、被災地を元気づけようと

児童たちによって応援メッセージが書き込

まれた横断幕は、避難所に掲げられます。
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
影
響
で
今
年
の
夏
の
電
力
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
板

倉
町
と
し
て
は
、
特
産
の
ゴ
ー
ヤ

を
苗
で
出
荷
す
る
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
対
策
の
た
め
の
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
」
用
に
県
内
は
も
ち
ろ

ん
都
市
部
に
向
け
て
、
こ
の
機
会

に
大
い
に
P
R
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

邑
楽
館
林
の
ゴ
ー
ヤ
は
、
平
成

　

年
度
に
は
約
１，
１
７
０
ｔ
を

21出
荷
し
、
そ
の
出
荷
数
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
町
の
特

産
品
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

弓
道
と
の
出
会
い

　

山
中
さ
ん
の
弓
道
と
の
出
会
い

は
、
８
年
前
、
娘
さ
ん
が
ま
だ
中

学
３
年
生
の
時
、
弓
道
を
や
っ
て

み
た
い
と
言
い
出
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

　

近
隣
の
弓
道
場
を
探
し
、
娘
さ

ん
を
連
れ
て
行
き
、
自
分
は
娘
さ

ん
の
送
迎
を
し
て
い
ま
し
た
。
何

度
か
通
う
う
ち
に
、
お
父
さ
ん
も

や
っ
て
み
て
は
と
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
野
球
に
ゴ
ル
フ
と
ス
ポ
ー

ツ
に
少
し
は
自
信
も
あ
り
ま
し
た

が
、 
膝 
を
痛
め
遠
ざ
か
っ
て
い
た

ひ
ざ

時
、
弓
道
と
出
会
っ
た
の
で
す
。

　

的
ま
で　

メ
ー
ト
ル
（
近
的
）、

28

や
っ
て
は
み
た
が
、
こ
れ
が
当
た

ら
な
い
。
単
純
に
的
に
当
て
た
い

と
意
地
に
な
り
、
仕
事
帰
り
ほ
ぼ

毎
日
の
よ
う
に 
稽 
古
に
励
ん
だ
そ

け
い

う
で
す
。
そ
し
て
、
次
第
に
弓
道

に
夢
中
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

や
ま
な
か
・
よ
し
い
ち　

海
老
瀬
在
住
／　
45

歳
か
ら
弓
道
を
始
め
、
現
在
、
四
段
の
腕
前
。

栃
木
県
藤
岡
弓
道
部
に
所
属
し
、
技
術
的
に
も

精
神
的
に
も
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
日
々

稽
古
に
励
み
ま
す
。

一一一一一一一一一一つつつつつつつつつつののののののののののここここここここここととととととととととをををををををををを究究究究究究究究究究めめめめめめめめめめ一つのことを究めるるるるるるるるるるる

弓弓弓弓弓弓弓弓弓弓道道道道道道道道道道ををををををををををすすすすすすすすすするるるるるるるるるる凛凛凛凛凛凛凛凛凛凛ととととととととととししししししししししたたたたたたたたたた弓道をする凛とした姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
の

ゴ
ー
ヤ
利
用
を

特
産
品
の
ゴ
ー
ヤ
で

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み
て
は

山中 義一さん

(9) 広報いたくら　Ｈ23．６．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　

ま
た
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
と
し
て
暑
さ
対
策

に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
町
も
昨

年
、
庁
舎
の
一
部
に
で
す
が
試
験

的
に
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
ご
提
案
の
件
で
す
が
、

町
の
ゴ
ー
ヤ
作
付
け
農
家
の
ほ
と

ん
ど
は
苗
を
買
っ
て
い
ま
す
。
中

に
は
、
種
か
ら
育
て
て
い
る
か
た

も
い
ら
し
ゃ
い
ま
す
が
、
苗
数
や

手
間
を
考
え
る
と
購
入
苗
を
植
え

付
け
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
の
苗
や
種
は
、
性
質
や

病
害
虫
対
応
な
ど
一
定
の
基
準
で

固
定
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
種

苗
用
の
作
付
け
専
門
農
家
が
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ー
ヤ
を
苗
で

出
荷
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
地
元
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
を
行
う
際
に
は
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
で
の
ゴ
ー
ヤ
利
用
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
政
係

�
内
線
４
１
１

　

礼
に
入
っ
て
礼
に
終
わ
る

　

山
中
さ
ん
が
稽
古
に
通
う
栃
木

市
藤
岡
弓
道
場
は
、
栃
木
県
弓
道

連
盟
に
属
し
、
県
内
で
も
有
名
な

道
場
で
、
毎
年
こ
の
道
場
か
ら
国

体
選
手
も
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

弓
道
の
射
法
は
、「
射
法
八
節
」

と
呼
ば
れ
る
足
踏
み
、
胴
造
り
、

弓
構
え
、
打
起
し
、
引
分
け
、
会
、

離
れ
、
残
心
か
ら
な
り
、
礼
に
入
っ

て
礼
に
終
わ
り
ま
す
。

　

稽
古
は
約
１
時
間
半
、
４
本
矢

を
も
ち
、
そ
の
内
２
本
を
足
下
に

置
き
、
４
本
ず
つ
矢
を
射
て
い
き

ま
す
。
休
憩
を
入
れ
な
が
ら　

本
20

く
ら
い
射
る
そ
う
で
す
が
、
体
力

と
と
も
に
精
神
面
で
の
集
中
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。
せ
か
せ
か
し
た

気
持
ち
で
こ
こ
に
来
る
と
、
そ
れ

が
如
実
に
現
れ
、
的
に
当
た
ら
な

い
そ
う
で
す
。

　
「
好
き
な
ん
で
す
。
弓
道
が
」そ

う
話
す
山
中
さ
ん
で
も
上
達
す
る

に
つ
れ
、
自
分
の
思
っ
て
い
る

「
射
」が
で
き
な
く
な
り
悩
ん
だ
時

期
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
、「
今
度
の
稽
古
で
、
こ
れ
を
や
っ

て
み
よ
う
。
こ
う
す
れ
ば
良
く
な

る
の
で
は
」
と
常
に
向
上
心
を

も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
道
場

に
行
く
楽
し
み
を
失
わ
ず
に
自
分

の「
射
」を
取
り
戻
し
た
そ
う
で
す
。

　

凜
と
し
て
己
を
究
め
る

　

弓
道
の
魅
力
は
、
老
若
男
女
、

年
齢
を
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
対
等

に
勝
負
で
き
る
こ
と
だ
と
山
中
さ

ん
は
い
い
ま
す
。
ま
た
、
的
を
射

る
こ
と
は
、
自
分
と
の
戦
い
で
も

あ
り
、
年
齢
を
重
ね
る
に
し
た
が

い
、
落
ち
着
き
や
迫
力
も
出
て
く

る
そ
う
で
す
。

　
「
単
に
的
に
当
た
れ
ば
よ
い
も

の
で
は
な
い
」
と
大
人
の
弓
を
探

求
す
る
山
中
さ
ん
。「
今
後
は
、

更
に
弓
の
道
に
精
進
し
、
若
い
人

の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
特
に
精

神
面
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。
高
み
を
目
指
し
、
一
つ

の
こ
と
を
究
め
よ
う
と
す
る 
凜 
と
り
ん

し
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

■レポーター

広報編集委員

関 根  茂

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
健
康
管
理
の
向
上

 
竹  
井   
弘  
之  
教
授

た
け 
い 

ひ
ろ 
ゆ
き

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

生
命
科
学
科

■主な研究テーマ
・生物物理、生体分子計測、分光学、
　ナノフォトニクス、マイクロチップ

貴金属微粒子の特性を用いて
　ナノテクノロジーの技術を駆使して作製され
た貴金属ナノ粒子を用いて、タンパク質や遺伝
子など生体分子を高感度に測定できるセンサー
を開発している竹井教授。
　これは、光をあてると微粒子中の自由電子が
ある固有周波数で振動し、特定の色の光を吸収
したり散乱したりするようになり、貴金属ナノ
粒子が赤紫色に見えるようになる仕組みで、微
少なサンプルから複数の生体分子の測定が可能
となります。そして、将来的には、過去の感染
症の判別など、高精度な診断検査による健康管
理ができるようになるそうです。光学的セン
サーを用いて生体分子を高感度で測定できるこ
のセンサーは、竹井教授オリジナルのもので、
更なる研究、改良を進めています。

広がる活用手段、製品化に向けて
　幼いころより科学に興味を抱き、手でものを
作り、操作することが好きで学者を目指した竹
井教授。「大学は自由な環境で研究でき、教え
ることにもやりがいを感じる」「自分の研究をゆ
くゆくは製品にして、世の中に役立つようにし
たい」と力強く語ります。
　食の安全にも医療・健康の分野にも応用でき
るという研究は、現在、検証段階とのことです
が、近い将来、臨床検査にて私たちに役立つよ
うになるかもしれません。
　これからの新たな技術の革新に大いに期待が
持てそうです。
■レポーター　広報編集委員　高野勝良
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◆
申
込
先
・
受
付

６
月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

(水)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

中
央
公
民
館

◆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

①
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
！　

期
日　

７
月
６
日　
(水)

時
間　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

親
子
触
れ
合
い
あ
そ
び
を

通
し
、
ス
テ
キ
な
笑
顔
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
！　

講
師　
 
坂  
本  
幸  
子 
さ
ん

さ
か 
も
と 
さ
ち 
こ

対
象　

生
後
６
か
月
〜
２
歳
未
満

児
親
子　

組
15

費
用　

無
料

申
込
期
限　

６
月　

日　
26

(日)

②
草
木
染
め
に
挑
戦
！

期
日　

７
月　

日　
20

(水)

時
間　

午
前
９
時

内
容　

植
物
染
色
の
技
法
修
得

講
師　
 
桜  
田  
八  
千  
代 
さ
ん

さ
く
ら 
だ 

や 

ち 

よ

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手

袋
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
１
枚
）

申
込
期
限　

７
月　

日　
12

(火)

　

東
部
公
民
館

◆
健
康
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

〜
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で

　
　
　

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
〜

期
日　

６
月
〜　

月
の
第
２
・
第

11

４
火
曜
日
（
全　

回
）　

10

初
回　

６
月　

日　
28

(火)

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
実
技

講
習

講
師　
 
酒  
井  
貴  
世  
子 
さ
ん

さ
か 
い 

き 

よ 

こ

対
象　

一
般
成
人
女
性　

名
20

費
用　

無
料

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴

飲
み
物

◆
デ
ッ
サ
ン
か
ら
始
め
る
絵
画
教
室

期
日　

６
月
〜　

月
の
第
２
・
第

11

４
土
曜
日
（
全　

回
）

10

初
回　

６
月　

日　

「
学
習
予
定

25

(土)

と
用
意
す
る
物
の
確
認
」

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

絵
画
の
基
本
の
デ
ッ
サ
ン

を
中
心
に
学
ぶ

講
師　
 
高  
澤   
進 
さ
ん

た
か 
ざ
わ 

す
す
む

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

無
料

◆
ヨ
ガ
＆
エ
ア
ロ
ビ
教
室

期
日　

７
月
１
日　

・
８
日　

・

(金)

(金)

　

日　

・　

日　

（
全
４
回
）

15

(金)

22

(金)

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

ヨ
ガ
と
エ
ア
ロ
ビ
の
実
技

体
験

講
師　
 
野  
口  
礼  
子 
さ
ん

の 
ぐ
ち 
れ
い 
こ

対
象　

一
般
成
人
女
性　

名
10

参
加
費　

無
料

持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

履
き
物
・
飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

　

南
部
公
民
館

◆
子
ど
も
の
広
場

期
日　

６
月
〜
３
月
の
毎
月
第
２

金
曜
日
（
全
９
回
）

※
８
月
は
、
お
休
み

初
回　

６
月　

日　
10

(金)

中央公民館　  �82- 2435 �82- 2436

東部公民館     �82- 1241 �80- 4047

南部公民館     �82- 1424 �82- 1943

北部公民館     �77- 1855 �77- 1854

海洋センター      �82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館       �82- 1935 �82- 0664

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

あなたに役立つ
生涯学習のページ

The s t ep Boar d of  Educat i on

各
公
民
館
・
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

受
講
生
募
集

　

私
立
幼
稚
園
に
満
３
歳
以
上

の
園
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
町

内
在
住
の
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
入
園
料
、
保
育

料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

左
記
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
外
の
私
立
幼
稚
園
へ
通
園
し

て
い
る
園
児
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
町
内
に
通
園
さ
れ
て
い
る
か
た

　

６
月
中
旬
ご
ろ
に
幼
稚
園
を

通
し
て
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

◆
町
外
に
通
園
さ
れ
て
い
る
か
た

　

教
育
委
員
会
へ
幼
稚
園
名
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
追
っ
て
幼

稚
園
を
通
し
申
請
書
を
配
布
し

ま
す
。

◆
申
請
書
提
出
先

　

町
内
・
町
外
と
も
に
、
通
園

さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
へ
の
提
出

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
係

�
内
線
６
１
３

私
立
幼
稚
園
に
通
う

保
護
者
の
負
担
を
軽
減

　５月20日(金)、文化庁所

管の文化審議会において、

板倉町の水場景観が重要文

化的景観として選定されま

した。これは、大河川の合

流域である板倉町の「水場」

が、価値の高い文化的景観

であると評価されたもの

で、関東地方では第１号の

選定となります。

重要文化的景観国選定

　～利根川・渡良瀬川
　　　合流域の水場景観～

◆北小学校４年生修学旅行

広報いたくら　Ｈ23．６．１(11)

時
間　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

リ
ズ
ム
遊
び
や
工
作
な
ど

講
師　
 
大  
野  
美  
由  
紀 
さ
ん
・ 
岸  
本 

お
お 
の 

み 

ゆ 

き 

き
し 
も
と

 
志  
子 
さ
ん

ゆ
き 
こ

対
象　

１
歳
〜
３
歳
の
親
子　

組
20

◆
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
教
室　

　
　
　
　
　

〜
食
と
体
の
改
善
〜

期
日　

６
月　

日　

・　

日　

・

23

(木)

30

(木)

７
月
７
日　

・　

日　

・　

日　

(木)

14

(木)

21

(木)

（
全
５
回
）

時
間　

午
後
２
時

内
容　

伝
統
食
を
ベ
ー
ス
に
し
た

食
養
生
と
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
体
操
で
健
康
と
キ
レ
イ
を

講
師　
 
岡  
泉  
絹  
代 
さ
ん

お
か 
い
ず
み 
き
ぬ 
よ

対
象　

一
般
成
人　

名
20

参
加
費　

無
料

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

期
間　

６
月
〜　

月
（
全
６
回
）

11

初
回　

６
月　

日　
25

(土)

時
間   
午
前　

時
10

内
容　

手
提
げ
バ
ッ
グ
ほ
か

講
師　
 
大  
岩  
仁  
美 
さ
ん

お
お 
い
わ 
ひ
と 
み

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

期
日　

６
月
〜
３
月
（
全
５
回
）

初
回　

６
月　

日　
28

(火)

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

季
節
の
草
花
を
楽
し
み
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
寄
せ
植
え

講
師　
 
森  
田  
公  
通 
さ
ん

も
り 
た 
ま
さ 
み
ち

対
象　

一
般
成
人　

名
20

費
用　

１
回
２，
０
０
０
円

持
参
品　

シ
ャ
ベ
ル
・
軍
手
な
ど

　

北
部
公
民
館

◆
料
理
教
室

期
日　

７
月
２
日　

・
９
月
３
日

(土)

　

・　

月
１
日　

・　

月
５
日　

・

(土)

10

(土)

1１

(土)

 　

月
３
日　

・
平
成　

年
２
月
４

12

(土)

24

日　
 
・
３
月
３
日　

（
全
７
回
）

(土)

(土)

初
回　

７
月
２
日　
  
「
新
じ
ゃ
が

(土)

い
も
を
使 
っ
た
料
理
」 

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

旬
の
素
材
を
使
っ
て

講
師　
 
小  
倉  
京  
子 
さ
ん

お 
ぐ
ら 
き
ょ
う 
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

◆
う
ど
ん
打
ち
教
室

期
日　

７
月　

日　

・　

日　

・

10

(日)

24

(日)

　

日　

（
全
３
回
）

31

(日)

初
回　

７
月　

日　
10

(日)

時
間　

午
前
９
時

内
容　

う
ど
ん
打
ち
の
実
技
・
つ

ゆ
の
作
り
方

講
師　
 
荻  
野   
文 
さ
ん

お
ぎ 
の 

ふ
み

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
空
き
箱
（
め
ん
を
入
れ
る
）

　

海
洋
セ
ン
タ
ー

◆
親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
験
教
室

期
日　

６
月　

日　

・　

日　

25

(土)

26

(日)

時
間　

午
後
３
時　

分
〜
５
時　

分

30

30

場
所　

板
倉
高
校
体
育
館

対
象
者　

小
学
生
以
上
の
親
子

※
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
様
は

保
護
者
同
伴

参
加
費　

２
０
０
円
（
傷
害
保
険

代
な
ど
）

持
参
品　

上
履
き
・
タ
オ
ル
･
飲

物
な
ど

※
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
か
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月　

日　
19

(日)

◆
ゴ
ル
フ
教
室

期
間　

７
月
６
日　

〜
８
月　

日

(水)

17

　
　

毎
週
水
曜
日
（
全
７
回
）

(水)  時
間　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

30

場
所　

ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
館
林

練
習
場

参
加
費　

毎
回
１，
２
０
０
円
（
練

習
場
使
用
料
と
し
て
）

対
象
者　

中
学
生
以
上
の
か
た

申
込
期
限　

６
月　

日　
26

(日)

期
間　

７
月
〜
８
月
ま
で
（
毎
週

月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

募
集
人
員　

高
校
生
以
上
の
男
女

（
計
６
名
）

勤
務
時
間　

２
交
代
制

①
午
前
８
時　

分
〜
正
午

30

②
午
後
１
時
〜
５
時　

分
30

時
給　

７
５
０
円

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月　

日
18

　

ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

(土)
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　

プ
ー
ル
監
視
員

�各公民館

◆板倉保育園児作品展

　期間　６月２日(木)～30日(木)
　場所　中央公民館２Ｆロビー

　出展　板倉保育園児

◆たんぽぽおはなし会

　日時　６月18日(土)　午前10時30分

　内容　絵本または紙芝居の読み聞かせ

　と工作

　場所　中央公民館和室

◆さくらがおかおはなし会

　日時　６月18日(土)　午前10時30分

　内容　絵本・紙芝居・手遊びやゲーム

　場所　北部公民館和室

◆フルーツバスケット

　日時　６月18日(土)　午前10時

　内容　読み聞かせと工作

　場所　東部公民館講堂

�わたらせ自然館

◆「陶芸＆写真展」

　期間　６月16日(木)～25日(土)

　時間　午前９時～午後４時30分

　※最終日は、午後３時まで

　出展　陶芸（ふれあい陶芸クラブ）・写

　真（オリエントカメラクラブ）

　入場料　無料

◆コンサート「さくらんぼのうた」

　期日　６月26日(日)

　開場　午後６時

　開演　午後６時30分

　出演　ラスセレシータス＆ 堀  沢  広  幸 
ほり さわ ひろ ゆき

　演奏曲　「コンドルは飛んでゆく」・　

　「涙そうそう」など

　入場料　１，７００円（東日本大震災義

　援金２００円を含む）

　※チケットのお求めは、町内各公民館

　及びわたらせ自然館まで

イベント情報
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《広告》《広告》

　

食
を
通
し
て
豊
か
な
心
と
か
ら

だ
を
育
み
、
食
の
大
切
さ
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
毎
月　

日
19

は
「
食
育
の
日
」
で
す
。
家
族
そ

ろ
っ
て
食
卓
を
囲
む
機
会
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を

受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険

者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や　

歳
に

65

な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料

に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老

齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
計
算
式
は
「
年
金

額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
」
で
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
か
た
や
多
段
階
免
除
な

ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る

か
た
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
役
場
戸
籍
年
金
係

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
２

　

大
切
な
家
族
を
自
死
で
亡
く
し

た
場
合
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
悲
し

み
、
不
安
、
怒
り
な
ど
の
気
持
ち

を
抱
く
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
周
囲
に
話
せ
ず
一
人
で

抱
え
て
し
ま
う
か
た
が
多
い
と
言

わ
れ
て
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

限
が
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法　

応
募
者
が
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

建
設
係

�
内
線
４
３
３

　

日
本
企
業
で
働
く
外
国
人
が
ま

す
ま
す
多
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、

ど
の
よ
う
に
お
付
き
合
い
を
し
て

い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
豊
富
な
経

験
を
踏
ま
え
て
２
人
の
企
業
人
が

語
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　

６
月　

日　
26

(日)

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

企
業
人
か
ら
の
提
言
「
外

国
人
と
労
働
力
、
そ
し
て
共
存
」

講
師　
 
市  
澤 

い
ち 
ざ
わ 

孝  
一 
氏
（
板
倉
町
商

こ
う 
い
ち

工
会
長
）・ 
山  
田 

や
ま 
だ 
明  
夫 
氏（
中
央
化

あ
き 
お

学
株
式
会
社
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

６
月　

日　
22

(水)

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
係
内
）

�
内
線
１
４
２

�
kokusai@town.itakura.

gunma.jp

ン
タ
ー
で
は
、
遺
族
同
士
が
安
心

し
て
思
い
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
場

所
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

相
談　

第
１
火
曜
日
午
前

（
要
電
話
予
約
）

対
象
者　

ご
家
族
（
親
、
配
偶
者
、

き
ょ
う
だ
い
、
子
ど
も
）
を
自
死

で
亡
く
さ
れ
た
か
た
。

※
対
象
者
以
外
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

申
込
先
・
問
合
せ

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
野
中
町
３
６
８
）

�
０
２
７－

２
６
３－

１
１
５
６

　

町
で
は
町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅

岩
田
団
地
（
大
字
岩
田
地
内
）

３
Ｋ
（　

・
２
㎡
）　

１
戸

62

募
集
期
間

６
月
１
日　

〜　

日　

(水)

20

(月)

入
居
可
能
時
期　

７
月
中
旬
予
定

入
居
資
格

○
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
世
帯
。

○
単
身
入
居
の
特
例
（　

歳
以
上

60

の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
か
た
な

ど
）
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他
、
収
入
基
準
な
ど
の
制

お
知
ら
せ

国
民
年
金

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

６
月
は
食
育
月
間
で
す

食
の
大
切
さ
を
考
え
よ
う

自
死
遺
族
相
談

開
催
の
ご
案
内

町
営
住
宅
（
岩
田
団
地
）

入
居
者
募
集

異
文
化
理
解
学
習
会

参
加
者
募
集

(13) 広報いたくら　Ｈ23．６．１

日
時　

①
初
級
講
座　

７
月
６
日　
(水)

②
中
級
講
座　

７
月　

日　

・　

13

(水)

20

日　

・　

日　
　

(水)

27

(水)

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

場
所　

館
林
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

講
師　

館
林
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　

先
着　

名
20

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

６
月　

日　
30

(木)

※
中
級
講
座
は
①
の
日
程
を
受
講

し
た
か
た
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　

家
で
も
簡
単
に
で
き
る
筋
ト
レ

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

主
催　

東
洋
大
学
生
命
科
学
部
・

板
倉
町
・
館
林
市

申
込
先
・
問
合
せ

○
企
画
調
整
係

�
内
線
１
４
２

○
東
洋
大
学
教
学
課

�
　

－

９
１
３
８

82

　　
「
家
族
」
や
「
友
人
」
の
た
め
に

役
立
つ
介
護
予
防
の
コ
ツ
満
載
の

講
座
で
す
。

　

専
門
家
に
よ
る
楽
し
く
・
分
か

り
や
す
い
解
説
付
き
で
す
。
素
敵

な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
過
ご
す
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
に
身
近
な
テ
ー
マ
を
選

び
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
科
学
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま

す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
お
菓
子

を
つ
ま
み
な
が
ら
、
気
軽
な
雰
囲

気
の
中
で
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日　
　

午
後
５
時

27

(月)

〜
６
時

場
所　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
学
生
食
堂
（
カ
パ
テ
ィ
ー
ナ
）

テ
ー
マ　
「
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
々
に
健
康
を　

〜
ダ
ノ
ン
の
お

な
か
の
健
康
へ
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
〜
」

講
師　
 
西  
田 

に
し 

だ 
聡 　

氏
（
ダ
ノ
ン

さ
と
し

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　

研
究
開
発

部　

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

体
操
を
身
に
つ
け
て
、
今
年
の
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月　

日　
23

(木)

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

筋
ト
レ
体
操
に
よ
る
か
ら

だ
作
り

募
集
人
数　
　

名
20

参
加
費　

無
料　

申
込
期
限　

６
月　

日　
17

(金)

※
主
治
医
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

科
学
を
身
近
に

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

夏
を
乗
り
切
ろ
う
！

夏
バ
テ
予
防
体
操
教
室
開
催

電話当 番 店曜日日月

82- 2152㈲佐山設備土４

６

82- 0537㈲根岸工業日５

82- 1025㈲鈴木設備土11

82- 0027㈲岩崎設備日12

82- 0001㈲しんえい設備土18

82- 0095山岸管工設備日19

82- 0261㈲小倉設備土25

77- 0057宇治川管工日26

82- 1856高田管工設備土２

７

77- 0358㈲長谷川設備日３

82- 2982土橋設備土９

82- 2152㈲佐山設備日10

82- 0537㈲根岸工業土16

82- 1025㈲鈴木設備日17

82- 0027㈲岩崎設備祝18

○水道料金納入地区　1～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　６月24日（金）

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
参
加
者
募
集

足利赤十字病院
移転のお知らせ

　足利赤十字病院は、６月30日(木)を
もって現在の足利市本城での診療を
終了し、７月１日(金)より、足利市 五 

よ

十 部 町へ全面移転を行います。
べ

　７月１日(金)～７月３日(日)は、外
来診療を全面的に休診とさせていた
だきます。また、救命救急センター
につきましても、６月30日(木)正午～
７月２日(土)午前９時までの間、救
急患者さんの受け入れができません
ので、ご承知願います。近隣の皆様
には大変ご迷惑をおかけいたします
が、ご理解ご協力の程、よろしくお
願いいたします。
　移転後の通常業務は、７月４日(月)
午前８時55分からとなります。
アクセス
○北関東自動車道ご利用
太田桐生ＩＣより10分
足利ＩＣより20分
○東武伊勢崎線ご利用
足利市駅下車　タクシーで10分
野州山辺駅下車　タクシーで10分
○ＪＲ両毛線ご利用
足利駅下車　タクシーで10分
山前駅下車　タクシーで５分
新住所　足利市五十部町２８４－１
問合せ　０２８４－２１－０１２１

　

夏
休
み
期
間
、
赤
城
山
の
林

間
学
校
を
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
期
間　

７
月　

日　

〜
８

23

(土)

月　

日　
　

２
泊
３
日
以
内

11

(木)

対
象
者　

東
毛
広
域
圏
内
の
社

会
教
育
団
体
及
び
在
住
の
か
た

宿
泊
料
金

小
・
中
学
生　
　
　

３
０
０
円

高
校
生　
　
　
　
　

５
０
０
円

大
学
生
・
一
般   
１，
０
０
０
円

食
事
料
金　

朝
食　

４
３
０
円

　
　
　
　
　

昼
食　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

夕
食　

５
９
０
円

※
料
金
は
１
泊
１
食
分
で
す
。

申
込
方
法　

６
月　

日　

午
前

20

(月)

９
時
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

東
毛
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
事
務
局

�
　

－

１
８
５
０

47
夏
休
み
の
思
い
出
に

林
間
学
校
利
用
し
よ
う
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日
時　

６
月　

日　
23

(木)

午
後
４
時
開
講

場
所　

館
林
厚
生
病
院　

多
目
的

ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

放
射
線
被
ば
く
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響

講
師　
 
池  
田 

い
け 
だ 

一 
氏（
館
林
厚
生
病

は
じ
め

院　

放
射
線
科
部
長
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

不
要
（
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72

　

統
合
失
調
症
の
病
気
や
福
祉
制

度
、
家
族
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

ほ
か
の
ご
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月　

日　

・　

日　

・

15

(水)

22

(水)

　

日　
29

(水)

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

対
象　

統
合
失
調
症
患
者
の
家
族

な
ど
（
館
林
市
・
邑
楽
郡
の
か

た
）
約　

名
50

申
込
み　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
係
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ　

申
込
期
限　

６
月　

日　
10

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
保
健
福
祉
事
務
所　

保
健
係

�
　

－

３
２
３
０

72

�
　

－

４
６
２
８

72

　

国
税
に
関
す
る
調
査
・
徴
収
な

ど
の
事
務
を
行
う
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日

〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

か
た

試
験
日

○
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
適

性
試
験
及
び
作
文
試
験
）

　

９
月
４
日　
(日)

○
第
２
次
試
験
（
人
物
試
験
及
び

身
体
検
査
）

　
　

月　

日　

〜　

月　

日　

ま

10

13

(木)

10

20

(木)

で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
で
指
定

す
る
日
）

試
験
内
容　

高
等
学
校
卒
業
程
度

採
用
日　

平
成　

年
４
月
１
日
付

24

受
付
期
間　

６
月　

日　

〜　

日

21

(火)

28

　

ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

(火)申
込
書
請
求
先　

最
寄
り
の
税
務

署
（
総
務
課
）、
関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
関
東

事
務
局

申
込
先　

人
事
院
関
東
事
務
局

〒
３
３
０－

９
７
１
２

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

心
１
番
地
１　

さ
い
た
ま
新
都
心

合
同
庁
舎
１
号
館

問
合
せ　

関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課　

試
験
係

�
０
４
８－

６
０
０－

３
１
１
１

【
環
境
水
道
課
】

▼
岩
田
地
区
（
町
道
１
２
４
５
号

線
）
石
綿
管
更
新
配
水
管
布
設
替

工
事

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格   
４，
９
５
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
４，
３
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
４，
３
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
岩
崎
設
備

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
表
示

家
族
教
室（
統
合
失
調
症
）

参
加
者
募
集

健
康
講
座
開
催

参
加
者
募
集

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
募
集

入
札
結
果

金額氏名金額氏名金額氏名
50, 000円板倉町古文書研究会50, 000円延山 守永7, 143円飯野辻集落
130, 000円板倉町指定水道工事店組合30, 000円㈲荻野電気工事25, 100円９区ゴルフクラブ
15, 000円郷和倶楽部180, 000円板倉町農業委員一同300, 000円二宮工業㈱
41, 500円板倉中学校野球部保護者会一同50, 000円板倉町野球連合会21, 000円板倉消防署職員一同
204, 248円㈱あぶらや10, 000円板北グランドゴルフクラブ30, 000円㈲高木製作所
10, 000円山本 周蔵10, 000円小林 貞夫10, 000円南部公民館編み物クラブ
50, 000円㈲荒井石油15, 000円あおば調剤薬局10, 000円太田 文江
46, 000円鹿沼７２カントリークラブ板倉会17, 730円関根工務店建友会20, 000円栗原 秀雄
20, 000円さわやかクラブ255, 000円板倉町職員一同112, 762円板倉町立東小学校
10, 000円下條 延直20, 000円板倉町長 栗原　実181, 811円板倉町立板倉中学校
31, 500円板倉町更生保護女性会20, 000円板倉町教育長 鈴木　実20, 000円高木 はつ

1, 452, 167円匿名(９名)10, 306円板倉サッカークラブジュニア70, 000円高木 高三郎
570, 694円義援金箱160, 000円館林つつじの里ＳＣ ｱﾋﾟﾀ・ｱｾﾞﾘｱﾓ- ﾙ22, 102円小暮  勇

　　　　　　　    計   　　　　４，４５９，９２６円140, 500円福地建設㈲30, 363円長浜豆腐店

金額氏名
100, 000円極友会 代表 横塚 和弘
100, 000円�日本グライダークラブ 理事長 吉田 正
100, 000円板倉町国際交流協会 会長 宮内敦夫
10, 000円サンデーくらぶ 代表 飯塚英夫
40, 000円板倉町求道会 会長 増田正巳
30, 000円おはよう薬局 西川雅章
155, 000円平成22年度板倉町区長会 会長 秋元達雄
65, 000円平成22年度第４行政区役員一同 区長 藤野 繁

計     　　　　　　　６００，０００円

内容氏名
畳(古床）１２０畳の提供、敷き込み作業塩家畳工業、関根畳本店、関根畳店
間仕切り設備等設置作業建設業組合板倉支部
全自動洗濯機２台(新品)ﾏﾙﾋﾞｰﾃﾞﾝｷ、ｱｷﾏ電器商会、せきづか電気ﾗｲﾌｻｰﾋﾞｽ
冷蔵庫１台(新品)正栄製作所
灯油１００Ｌ川田屋

①日本赤十字社東日本大震災義援金(５月20日現在)

②指定寄附金(東日本大震災による被災者受入費用として)

※その他、多くの皆様から、中古の家電・自転車・家具・生活雑貨・寝具・衣料・日用品・食品
　などのご提供をいただき、誠にありがとうございました。

③被災者受入施設への物品・労務提供(南部公民館)

日本赤十字社義援金につきましては、９月30日まで受け付けています。
今後とも、多くの皆様のご支援をお願いします。

◆①、②については、受付順、敬称略、③については、順不同、敬称略。
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�
内
線
２
１
１
〜
２
１
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２
２
１
・
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２

●人権相談　午前10時～午後３時
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●行政相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●法律相談　午後１時～３時
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●農地相談　午後１時30分～４時
　問合せ　農業委員会　�内線４１５
●教育相談　午後２時～４時
　問合せ　教育研究所（中央公民館内）
　　　　　　　　　　　�８２－０８３４
●福祉センター相談情報
　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午
　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）
　　午前９時～午後５時
　問合せ　福祉センター
●保健センター相談・教室情報
　◆ことばとからだの発達相談(言語聴覚士)
　　午後１時～５時　※要予約
　◆健康相談　午前10時～11時30分
　問合せ　保健センター
●館林保健福祉事務所相談情報
　◆子育てこころの相談
　　午前９時～正午　※要予約
　◆精神保健福祉相談
　　午後１時30分～３時　※要予約
    ◆ふれあい相談会
　　午後１時15分～３時30分　※要予約
　問合せ　館林保健福祉事務所
　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）
　午前８時30分～午後５時
　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　�７７ー１８５５

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

今村クリニック
７０－２２２１

館林医院
７４－２１１２

湯沢医院
６２－２２０９

うえの医院
７２－３３３０

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

６月５日
（日）

－
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

竹越医院 
８４－３１３７

後藤内科医院
７２－０１３４

６月12日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

田沼整形外科医院
８８－９２２３

かさはら内科医院
５５－２５３７

堀越医院
７３－４１５１

横田胃腸科内科
７２－４９７０

６月19日
（日）

－
高木整形外科
６２－６６１１

加藤医院
８９－１０３１

小西医院
８６－２２６１

安楽岡医院
７２－０５７２

６月26日
（日）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

井上整形外科医院
８２－１１３１

群馬アレルギー疾患呼吸器内科
８８－５６７８

横田医院
７２－０２５５

ゆたか医院
７３－７３０８

７月３日
（日）

－
ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

須田内科医院
６３－１４１４

小林内科医院
８８－８２７８

橋田内科クリニック
７２－０００１

７月10日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

慶友整形外科病院
７２－６０００

たなか医院
６２－２８８１

星野こどもクリニック※
７０－７２００

館林記念病院
７２－３１５５

７月17日
（日）

－
海宝病院

７４－０８１１
蜂谷病院

６３－０８８８
金丸内科医院
８８－３２００

吉田内科クリニック
７０－７１１７

７月18日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　 

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

お
知
ら
せ

災
害
か
ら
地
域
を
守
る

消
防
職
員
募
集

年累計   146件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（4月16日～5月15日）
１件(   16件)�侵入窃盗
３件(   ７件)�車上ねらい
０件(   ０件)�自動販売機ねらい
５件(   10件)�乗物盗難
６件(   27件)�その他の事件
４件(   21件)�人身事故
13件(   65件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町



( 16)

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
４３２１   窓口延長　【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日
 ○児童館：日曜日及び祝日

※詳しくは各施設までお問い合わせください。

●ことばとからだの
　発達相談(保)
◆住民健診(南公)

●教育相談(中公)
◆住民健診(南公)
◆パパママセミナー②
　　　　　　　　(保)

●人権相談(中公)
●教育相談(中公)
●精神保健福祉相談

(館保)
◆婦人科検診(保)
◆県民交通安全日
◆暴走族追放強調運動 
   ( 30日まで)

1110９８   窓口延長７６５
◆チャレンジ広場(児)◆住民健診(東公)●教育相談(中公)

◆住民健診(東公)
●教育相談(中公)
●ふれあい相談会
　　　　　　 （館保)
◆住民健診(東公)

●教育相談(中公)
●健康相談(福)
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

18171615   窓口延長141312
●教育相談(中公)
◆住民健診(北公)

●教育相談(中公)
◆住民健診(北公)
◆県民防犯の日
◆おたのしみ広場(児)

●教育相談(中公)
●子育てこころの相談

(館保)
●精神保健福祉相談

(館保)
◆住民健診(北公)

●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●教育相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆１歳６か月児健診
　　　　　　　(保)

◆パパママセミナー③
　　　　　　　　(保)
◆おはなし会(児)

◆住民健診(東公)
◆第34回町民ソフト
　ボール大会
　　(大蔵公園グラウンド)

25242322   窓口延長212019
◆高齢者交通安全日
◆チャレンジ広場(児)

●教育相談(中公)
◆住民健診(保)
◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、　
　30～36区)

●教育相談(中公)
◆住民健診(保)

●教育相談(中公)
◆住民健診(保)

●教育相談(中公)
◆住民健診(保)

◆住民健診(保)◆第21回町民スポーツ
　フェスティバル
　(板中校庭ほか)

※8: 00～

２７/１3029   窓口延長282726
◆献血(福)
　　  ※10: 00～正午
　　  ※13: 00～15: 00

●教育相談(中公)
◆町県民税第１期
◆おたのしみ広場(児)

●教育相談(中公)●心配ごと相談(福)
●教育相談(中公)

◆住民健診(保)
◆おはなし会(児)

◆第22回板倉町近隣交流
　バドミントン春季大会
　(板高体育館)

※8: 40～
◆季楽里特売日

７６      窓口延長５４３
●教育相談(中公)●教育相談(中公)

●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）

●教育相談(中公)●農地相談(町)◆第45回板倉杯争奪
　町民野球大会(１日目)
　(渡良瀬グラウンド)※8: 00～

今月の表紙
　ゴールデンウィーク期間中、群馬の水郷春の
揚舟谷田川めぐりに多くのかたが訪れました。
　船頭が一本の竹ざおを使い揚舟を鮮やかに操
船しながら、ゆっくり周遊する約40分間の船旅
です。乗船者は心休まる景色を楽しみました。

受入日生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日 布団・家具類などの受入日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

人　口　　 １５，９５２人（－７）
　　男　　　 ７，９２６人（   ０）
　　女　　 　８，０３６人（－７）
世帯数　　 　５，２８６戸（＋13）
              （　）内は前月比
　　　　  平成23年５月１日現在

受入日受入日

受入日受入日

受入日受入日

受入日受入日


